
で
き
る
社
会
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
が
人
生
で
最
高

の
ス
タ
ー
ト
を
切
れ
る
よ
う
に
、

学
び
や
自
主
性
を
育
て
る
環
境
を

整
え
て
い
き
ま
す
。

　
「
ま
ち
の
魅
力
向
上
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
は
、
働
く
人
も
遊
び
に
来

る
人
も
み
ん
な
が
わ
く
わ
く
で
き

る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

　
「
い
き
い
き
健
康
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
」
は
、
年
齢
を
重
ね
て
も
、
障

が
い
が
あ
っ
て
も
、
住
み
慣
れ
た

地
域
で
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
生

き
ら
れ
る
。
そ
ん
な
ま
ち
の
実
現

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
川
西
を
変
え
る
」
と
い
う
改

革
の
思
い
を
胸
に
、
先
端
技
術
な

ど
を
活
用
し
な
が
ら
新
た
な
魅
力

を
プ
ラ
ス
し
、
持
続
可
能
な
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

民
間
連
携
と
技
術
活
用
を
強
化　

　
今
後
の
人
口
減
少
を
見
据
え
る

と
、
行
政
が
全
て
を
担
う
の
で
は

な
く
、
知
識
や
経
験
を
持
つ
民
間

事
業
者
と
協
力
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情

報
通
信
技
術
）
な
ど
を
社
会
生
活

に
取
り
込
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
ま
ち
の
持
続
的
な
発
展

や
地
域
課
題
の
解
決
の
た
め
に

は
、
自
治
体
間
で
資
源
と
機
能
を

相
互
に
活
用
し
、
連
携
し
て
い
く

こ
と
が
重
要
で
す
。

2019.033

市
民
と
築
く

川
西
モ
デ
ル

第
１
回
市
議
会
（
定
例
会
）
で
、
越
田
市
長
が
31
年
度
の
施
政
方
針
を
表
明

市
政
の
目
的
や
理
念
な
ど
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た

こ
こ
で
は
、
３
つ
の
重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
民
間
連
携
、
財
政
健
全
化
な
ど
を
紹
介
し
ま
す

施政方針
と予算案

2

予算案

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
手
法
を
構
築　

　
川
西
市
は
利
便
性
の
良
さ
と
豊

か
な
自
然
環
境
を
生
か
し
、
住
宅

都
市
と
し
て
発
展
し
て
き
ま
し

た
。
こ
の
魅
力
は
約
50
年
前
に
市

民
と
つ
く
り
上
げ
た「
川
西
方
式
」

か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
す
。

　
民
間
資
本
を
活
用
し
た
市
の
財

政
負
担
を
最
小
限
に
抑
え
た
ま
ち

づ
く
り
の
手
法
は
、
全
国
に
普
及

し
ま
し
た
。
先
人
た
ち
の
知
恵
と

工
夫
、
そ
し
て
努
力
の
た
ま
も
の

で
あ
り
、市
の
大
き
な
財
産
で
す
。

　
し
か
し
、長
い
年
月
が
経
過
し
、

空
き
家
の
増
加
や
商
店
街
の
衰
退

な
ど
、
オ
ー
ル
ド
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

の
課
題
を
抱
え
、
時
代
の
転
換
点

を
迎
え
て
い
ま
す
。

　
50
年
前
は
道
路
整
備
や
学
校
建

設
な
ど
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
を
進
め

て
、
ま
ち
の
発
展
に
つ
な
げ
ま
し

た
。
そ
の
歴
史
を
踏
ま
え
な
が
ら

も
、
既
存
の
ル
ー
ル
に
捉
わ
れ
ず

に
、
新
た
な
川
西
モ
デ
ル
を
構
築

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

主
要
な
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト　

　
　

　
新
た
な
川
西
モ
デ
ル
を
構
築
す

る
た
め
、
３
つ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
取
り
組
み
ま
す
。

　
「
こ
ど
も
未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

は
、
子
ど
も
と
親
が
笑
顔
で
生
活

　
今
後
、
こ
の
よ
う
な
連
携
を
基

に
し
た
行
政
運
営
に
転
換
す
る
こ

と
で
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ

に
的
確
に
対
応
で
き
る
と
考
え
て

い
ま
す
。

財
政
健
全
化
に
集
中

　
31
年
度
を「
か
わ
に
し
新
時
代
」

の
礎
を
築
く
年
と
し
て
、
全
事
業

の
再
検
証
と
財
政
健
全
化
条
例
の

制
定
を
行
い
、
３
年
間
で
集
中
し

て
財
政
健
全
化
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、政
策
目
的
を
明
確
に
し
、

効
果
が
上
が
る
手
段
を
選
択
す
る

「
証
拠
に
基
づ
く
政
策
立
案
」
を

推
進
し
ま
す
。
将
来
に
わ
た
り
、

効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
す
る
た
め
に
、
改
革
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

行政サービスの基本的な経費と収入を計上した一般会
計の予算規模は、571 億 4,300 万円です。市の後期基本
計画と地方創生総合戦略、行財政改革の着実な実行を基
本方針とし、全事業の再検証や子育て・教育の充実、病
院事業の指定管理関連の予算を計上しています。
特別会計では、中央北地区土地区画整理事業で都市基
盤整備が完了し、同地区の土地の権利関係を確定する換
地処分などのための予算を計上しています。
市税収入などの使途に制限のない一般財源は、前年度
と同程度になる見込みです。また、インフラや施設整備
の減少で、その財源となる市債収入は減少。民生費支出
（医療・介護や障がい者支援、生活保護、児童手当、保
育所運営など）が増加したため、国県支出金収入が増え
ています。土木費支出では花屋敷団地の建て替え、消防
費支出では消防本部などの整備で増加しています。

歳出
571億4,300万円総務費

10.6％
60億3,455万円

土木費 
10.6％
60億6,002万円

歳入
571億4,300万円

□一般会計の歳入と歳出

民生費
 40.2%
229億9,151万円

衛生費 
12.5％
71億5,347万円

公債費
8.8％
50億5,405万円

教育費
7.9％
45億3,455万円

消防費
5.7％
32億6,903万円

その他
3.7％
20億4,581万円

市税
34.1%
194億5,925万円

国庫支出金
15.8％
90億391万円

地方交付税 
13.9％
79億4,400万円

市債
11.3％
64億6,736万円

県支出金
6.3％
36億2,772万円

地方消費税交付金
4.3％
24億6,235万円

繰入金
2.8％
15億9,877万円

その他
11.5％
65億7,963万円

歳出
571億4,300万円総務費

10.6％
60億3,455万円

土木費 
10.6％
60億6,002万円

歳入
571億4,300万円

□一般会計の歳入と歳出

民生費
 40.2%
229億9,151万円

衛生費 
12.5％
71億5,347万円

公債費
8.8％
50億5,405万円

教育費
7.9％
45億3,455万円

消防費
5.7％
32億6,903万円

その他
3.7％
20億4,581万円

市税
34.1%
194億5,925万円

国庫支出金
15.8％
90億391万円

地方交付税 
13.9％
79億4,400万円

市債
11.3％
64億6,736万円

県支出金
6.3％
36億2,772万円

地方消費税交付金
4.3％
24億6,235万円

繰入金
2.8％
15億9,877万円

その他
11.5％
65億7,963万円

特
集 か

わ
に
し

新
時
代
へ

越
田
謙
治
郎
市
長
が
施
政
方
針
を
表
明

31
年
度

会　　計　　名

水 道

病 院

一 般 会 計

国 民 健 康 保 険

農 業 共 済
介 護 保 険
用 地 先 行 取 得
中央北地区土地区画整理

小　計

小　計

一般・特別会計の合計

後 期 高 齢 者 医 療

下 水 道

32億   857万円

57億9,396万円

134億   792万円

1,073億5,317万円

160億2,095万円

1,334万円
132億2,855万円

32億2,131万円

939億4,525万円

44億   539万円

368億   225万円

33億1,513万円

31年度当初予算

571億4,300万円

10億   297万円

合　　　計

特
別
会
計

 

企
業
会
計

合　　　計

30年度当初予算

  99億5,002万円

  91億2,604万円

8億2,398万円

71億6,284万円

1億9,347万円

6億1,355万円

73万円

16億1,541万円

195億3,602万円

29年度当初予算

98億2,974万円

  90億　712万円

8億2,262万円

72億6,800万円

1億9,236万円

6億5,838万円

70万円

16億4,742万円

195億9,660万円
 

市 民 税

個 人 市 民 税

法 人 市 民 税

固 定 資 産 税

軽 自 動 車 税

市 た ば こ 税

入 湯 税

都 市 計 画 税

□会計別予算案

□市税の内訳
税　　　目

※表やグラフ中の数値は、端数の関係で合計が一致しない場合があります

58億2,784万円

57億4,925万円

160億6,567万円

1,094億2,446万円

163億　704万円

1,298万円
123億9,476万円

28億1,572万円

933億5,879万円

44億8,858万円

364億1,779万円

31億　349万円

30年度当初予算

569億4,100万円

17億8,381万円

※表やグラフの数値は、端数の関係で合計が一致しない場合があります

問い合わせ　
財 政 課
（740）1130

施政方針と予算案の詳細

　施政方針全文は市役所２階の市政情報コー
ナーや各公民館などで閲覧できる他、市ホー
ムページでも公開。なお、第１回市議会（定
例会）では、31年度の予算案
などが審議されています。詳細
は右記２次元コードから市ホー
ムページへ。
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まちの魅力向上プロジェクト

子どもも親も

笑顔で生活できるまちづくり

働く人も、遊びに来る人も

わくわくできるまちづくり

4

川西モデル構築のための

主な取り組み
かわにし新時代に向けて新たな魅力をプラスし、
持続可能なまちづくりを進めるために必要な 31年度の主な取り組みを紹介します

こども未来プロジェクト

問 い 合 わ せ
政 策 調 整 課
（740）1120
財 政 課
（740）1130

中
学
校
給
食
の
実
施
に
向
け
た
準

備　
５
９
０
０
万
円

　
川
西
南
中
学
校
第
２
グ
ラ
ウ
ン

ド
の
一
部
を
活
用
し
た
、
セ
ン

タ
ー
方
式
に
よ
る
中
学
校
給
食
を

34
年
２
学
期
か
ら
の
実
施
に
向
け

て
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
で
準
備
を
進
め

ま
す
。

子
ど
も
自
主
活
動
支
援
事
業
の
創

設　
６
万
円

　
次
世
代
を
担
う
人
材
育
成
の
た

め
、
子
ど
も
た
ち
が
企
画
す
る
、

魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
提
案
と

そ
の
実
現
に
向
け
た
活
動
に
対
し

て
、
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金
を

活
用
し
て
助
成
し
ま
す
（
31
年
度

は
準
備
経
費
を
計
上
）。

児
童
生
徒
の
英
語
力
向
上

１
６
６
８
万
円

　
小
・
中
学
校
の
外
国
語
授
業
に

配
置
す
る
外
国
人
の
指
導
助
手

（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
を
増
員
し
ま
す
。

児
童
生
徒
の
学
習
支
援

１
５
２
万
円

　
小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
に
タ

ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
を
試
験
的
に
導
入

し
、
学
習
内
容
の
定
着
や
意
欲
の

向
上
、
情
報
活
用
能
力
の
育
成
な

ど
、
学
力
面
や
学
習
指
導
上
の
効

果
を
検
証
し
ま
す
。

部
活
動
運
営
の
充
実

３
６
２
万
円

　
部
活
動
の
充
実
と
、
教
員
の
勤

空
き
家
対
策
の
推
進

９
０
０
万
円

　
高
度
成
長
期
の
大
規
模
住
宅
団

地
が
老
朽
化
し
た
、
オ
ー
ル
ド

ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
地
域
課
題
を
解

決
す
る
た
め
、
空
き
家
の
総
合
相

談
窓
口
や
関
係
機
関
と
の
連
携
事

業
を
継
続
し
ま
す
。
子
育
て
世
帯

な
ど
を
対
象
と
し
た
、
既
存
の
空

き
家
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
を
拡

充
。
ま
た
、
地
域
交
流
拠
点
や
子

育
て
世
帯
向
け
賃
貸
住
宅
へ
の
活

用
を
対
象
と
す
る
助
成
制
度
を
新

設
し
ま
す
。

　
空
き
家
の
流
通
と
土
地
の
利
活

用
促
進
に
向
け
て
、
空
き
家
の
取

り
壊
し
や
廃
棄
に
必
要
な
費
用
の

一
部
を
助
成
し
ま
す
。

オ
ン
デ
マ
ン
ド
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
試

験
的
導
入　
２
０
０
万
円

　
団
地
内
の
公
共
交
通
の
あ
り
方

を
検
討
す
る
た
め
、
人
の
移
動
の

利
便
性
を
高
め
る
オ
ン
デ
マ
ン
ド

モ
ビ
リ
テ
ィ
サ
ー
ビ
ス
を
試
験
的

に
提
供
。
新
し
い
川
西
モ
デ
ル
の

構
築
に
向
け
て
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

産
業
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定

５
８
１
万
円

　

市
内
の
産
業
を
活
性
化
さ
せ
、

新
た
な
雇
用
の
創
出
や
起
業
の
支

援
、
コ
ワ
ー
キ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
の

整
備
な
ど
を
進
め
る
た
め
、「
産

務
時
間
適
正
化
の
た
め
、
部
活
動

指
導
員
を
配
置
し
ま
す
。
ま
た
、

効
果
的
な
実
技
指
導
と
部
活
動
顧

問
の
指
導
力
向
上
の
た
め
、
専
門

コ
ー
チ
か
ら
遠
隔
指
導
を
受
け
る

Ｉ
Ｃ
Ｔ
部
活
動
支
援
を
導
入
し
ま

す
。

幼
児
教
育
の
無
償
化

３
億
９
２
２
０
万
円

　
３
～
５
歳
児
と
市
民
税
非
課
税

世
帯
の
０
～
２
歳
児
の
幼
児
教
育

を
無
償
化
し
ま
す
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
支
援

９
万
円

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
が
公
民
館
で

実
施
す
る
、
こ
ど
も
食
堂
な
ど
子

ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
を
支
援
し

ま
す
。

民
間
留
守
家
庭
児
童
育
成
ク
ラ
ブ

へ
の
支
援　
３
４
８
７
万
円

　

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
て
、

東
谷
・
牧
の
台
小
学
校
区
で
の
民

間
事
業
者
に
よ
る
留
守
家
庭
児
童

育
成
ク
ラ
ブ
の
新
規
開
所
と
運
営

を
支
援
し
ま
す
。
ま
た
障
が
い
児

の
受
け
入
れ
を
促
進
す
る
た
め
、

ク
ラ
ブ
へ
の
補
助
金
を
拡
充
し
ま

す
。

民
間
保
育
施
設
の
整
備

４
億
９
１
１
９
万
円

　

待
機
児
童
の
解
消
に
向
け
て
、

32
年
４
月
に
開
設
す
る
３
カ
所
の

民
間
保
育
施
設
整
備
に
必
要
な
経

費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

市
立
認
定
こ
ど
も
園
の
整
備

５
億
２
２
１
２
万
円

　
市
立
の
幼
稚
園
と
保
育
所
の
老

朽・耐
震
化
対
策
、
児
童
の
教
育・

保
育
環
境
を
充
実
さ
せ
る
た
め
、

「（
仮
称
）
川
西
こ
ど
も
園
」
の
整

備
工
事
と
、
川
西
北
幼
稚
園
と
川

西
北
保
育
所
を
一
体
化
し
た「（
仮

称
）
川
西
北
こ
ど
も
園
」
の
基
本

設
計
を
行
い
ま
す
。

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
の
充
実

28
万
円

　
地
域
の
身
近
な
場
所
で
子
育
て

の
相
談
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に
、

地
域
子
育
て
支
援
拠
点
が
未
整
備

の
明
峰
中
学
校
区
に
出
張
プ
レ
イ

ル
ー
ム
を
開
設
し
ま
す
。

業
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策
定
し
ま
す
。

黒
川
の
ま
ち
づ
く
り
支
援

１
４
０
１
万
円

　
黒
川
地
区
で
、
観
光
資
源
と
の

一
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
可
能
と

す
る
特
別
指
定
区
域
制
度
と
、
地

区
内
の
資
源
を
活
用
し
た
ま
ち
づ

く
り
支
援
の
検
討
を
進
め
ま
す
。

人
間
ド
ッ
ク
で
の
胃
カ
メ
ラ
検
査

の
導
入　
３
８
０
万
円

　
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
し
て
い

る
人
間
ド
ッ
ク
に
、
胃
カ
メ
ラ
検

査
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
検

査
機
能
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

胃
が
ん
検
診
の
市
内
医
療
機
関
で

の
実
施　
３
９
０
万
円

　
保
健
セ
ン
タ
ー
に
加
え
、
市
内

の
医
療
機
関
で
胃
が
ん
検
診
を
受

診
で
き
る
よ
う
に
し
、
受
診
率
の

向
上
と
胃
が
ん
の
早
期
発
見
に
努

め
ま
す
。

中
程
度
の
障
が
い
者
へ
の
通
院
医

療
費
の
助
成　
３
６
４
万
円

　
障
が
い
の
あ
る
人
が
安
心
し
て

医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
中
程

度
の
障
が
い
者
に
、
通
院
医
療
費

の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

風
し
ん
の
抗
体
検
査
・
予
防
接
種

の
実
施　
１
５
５
０
万
円

　
風
し
ん
の
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
、
抗
体
保
有
率
が
低
い
世
代
の

男
性
を
対
象
に
、
33
年
度
末
ま
で

の
３
年
間
、
抗
体
検
査
と
予
防
接

種
を
実
施
し
ま
す
。

健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ
の
推
進

６
６
１
１
万
円

　
歩
く
こ
と
を
基
本
と
し
た
運
動

の
き
っ
か
け
づ
く
り
と
習
慣
化
を

進
め
る
た
め
、
健
幸
マ
イ
レ
ー
ジ

事
業
と
地
域
ぐ
る
み
の
健
康
づ
く

り
を
連
携
し
ま
す
。

いきいき健康プロジェクト

年齢を重ねても、障がいがあっても

いきいき暮らせるまちづくり

施政方針
と予算案

特
集 
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花屋敷団地建替事業の推進　6億 1,801 万円　
　A 棟入居者の仮移転と解体工事を実施。また、新棟の建築
工事に着手します。
清流台、大和東、笹部の道路環境の整備　2,108 万円　
　清流台地内の緊急避難通路、大和東地内と豊能町光風台地
内をつなぐ通路、笹部地内の生活道路を整備します。
換地処分業務　3,851 万円　
　キセラ川西の土地区画整理事業の完了をめざし、同地区の
土地の権利関係を確定する換地処分に向けた業務を進めま
す。
都市計画道路豊川橋山手線の整備　6億 6,418 万円　
　美園町と絹延町地内の都市計画道路豊川橋山手線の道路・
踏切拡幅のため、調査や用地取得などを行い、引き続き工事
を進めます。
市道の道路改良工事　1億 1,770 万円　
　久代地内の市道 81 号や中央町地内の市道３号、日高町地
内の市道 1313 号、見野地内の市道 12 号、石道地内の市道
284 号外の道路拡幅のため、測量や調査、設計、整備工事な
どを実施します。

暮らし 住む・にぎわう

川西モデル構築のための
主な事業を「暮らし」「安全安心」「生きがい」「つながり」
「行政経営改革大綱」の５つに分類して紹介します（４・
５ページ掲載事業を除く）

市立川西病院への指定管理者制度の導入と市民モニター制度
の創設　2億 4,468 万円　
　市立川西病院に指定管理者制度を４月から導入します。ま
た、市民から信頼される病院をつくるため、専門家による経
営評価委員会を設置するとともに、市民によるモニター制度
を創設します。
（仮称）市立総合医療センターキセラ川西センターの基本設
計　1億 7,000 万円　
　将来にわたり、市民に安心で安全な医療を提供するため、
新病院となるキセラ川西センターの基本設計を行います。ま
た、現市立川西病院の跡地の活用について、地域との協議を
進めます。

安全安心 安らぐ・備える・守る

第２期子ども・子育て計画の策定　368 万円　
　子育て支援施策を総合的・計画的に推進するため、「第２
期子ども・子育て計画」を策定します。
学校運営協議会の設置　16万円　
　学校と住民などが協議体制の構築をモデル校で実施。学校
現場の課題解決や教育環境の充実などの検討を進めます。
乳児保育に係る午睡の安全対策　226 万円　
　乳児の睡眠中の事故を防止するため、市立保育所と認定こ

生きがい

人権行政推進プランの策定　47万円　
　人権問題を市民一人一人の課題として捉え、人権文化豊か
なまちづくりを進めるため、「人権行政推進プラン」を策定
します。

つながり 尊ぶ・関わる

財政の健全化　101 万円　
　31 年度から３年間を財政健全化の集中期間とし、全ての事
業を再検証します。また、31 年度中に「事業への終期の設定」
などをルール化するため、財政健全化条例を制定します。
タウンミーティングの実施　41万円　
　市民の意見をより市政に反映するため、市長と市民が直接
対話する「テーマ型タウンミーティング」を実施します。
第２次地方創生総合戦略の策定　560 万円　
　市の特性を生かした活力あるまちづくりのため、市民との

行政経営改革大綱
都市計画道路見野線の整備　1,403 万円　
　見野地内の都市計画道路見野線を拡幅するため、測量や調
査を行います。
新名神高速道路高架下の公園整備　4,500 万円　
　西畦野地内の新名神高速道路の高架下に公園を整備しま
す。
第３期中心市街地活性化基本計画の策定　546 万円　
　阪急・能勢電鉄川西能勢口駅周辺とキセラ川西の回遊性を
向上させるなど、中心市街地の都市機能や経済活力の増進の
ため「第３期中心市街地活性化基本計画」を策定します。
プレミアム付商品券の発行　8億 6,400 万円　
　消費税増税の影響を緩和し、消費を喚起・下支えするため、
低所得者と子育て世帯にプレミアム付商品券を発行します。
加茂井堰

せき

の増水時応急対応　2,210 万円　
　出在家町地内にある農業用水を確保するため、増水時など
の応急対応を行います。
（仮称）東谷多目的広場の整備　5,815 万円　

　山原地内で、地域交流の活性化に役立てる多目的広場を整
備するため、測量や設計などを進めます。

（仮称）市立総合医療センターキセラ川西センターの整備（債
務負担行為）　185 億 5,000 万円　
　31 年度から 34 年度にかけてキセラ川西センターを整備し
ます。
土砂災害特別警戒区域の補助事業　100 万円　
　土砂災害特別警戒区域の住居に対し、改造・対策工事や移
転などに対する助成制度を創設します。
消防車両の更新　2億 6,371 万円　
　救助工作車など、古くなった消防車両を更新します。
地域包括支援センターへのケアプランナー配置　980 万円　　　　　　　　
　より効果的なケアマネジメントの実現のため、ケアプラン
ナーを配置します。

ども園に在園している０歳児を対象に、アラート機能などを
備えた ICT 機器を導入します。
（仮称）PTAあり方検討会の設置　68万円　

　保護者の負担軽減と教育環境の充実のため、「（仮称）PTA
あり方検討会」を設置します。
郷土館の改修に向けた調査設計　5,300 万円　
　建物の文化的価値と地域の魅力向上のため、国登録有形文
化財の旧平安邸の改修に向けた調査設計を行います。

人権と平和を考える市民の集いの開催　128 万円　
　「非核平和都市宣言」30 周年を迎えるに当たり、平和の大
切さについて考え人権の尊重を学ぶ場として、「人権と平和
を考える市民のつどい」を開催します。

対話を重ねながら、時代を見据えた施策を計画的に展開する、
「第２次地方創生総合戦略」を策定します。
（仮称）ふるさと支援金の創設　100 万円　

　コミュニティ組織の活動を活性化するため、ふるさとづく
り寄附金を活用し、「（仮称）ふるさと支援金」を創設します。
若者の声を市政に反映　227 万円　
　参画と協働のまちづくり推進会議で、新しい発想と自由、
活発な議論を進めるため、公募委員に 40 歳未満の若者枠を
設けます。

　31 年度から３年間を財政健全化の集中期間として、
行財政改革の取り組みを始めます。31 年度はかわに
し新時代の礎を築く１年として、次の 6 つの項目を
重点的に取り組みます（一部は上記の行政経営改革大
綱における財政の健全化と同じ）。

■重点項目

・全事業の再検証（31年度から 3年間）
・財政健全化条例の制定
・民間企業、法人などとの連携
・猪名川町との包括連携
・職員の人事評価結果の給与への反映
・行政の組織力向上に向けた新マネジメントシステム

行財政　　 の取り組み改革
■その他の取り組み項目と効果見込み額

・市立川西病院の改革（１億 1,839 万円）　
・事務の効率化、協議会の加盟や書籍の定期購読の見
直しなど（3,510 万円）

・文書や印刷などの見直し（100 万円）
・適正な給与体系への段階的な整理（4,900 万円）
・広告入りデジタルサイネージの設置などによる歳入
の確保（91 万円）

・市役所駐車場の民営化（350 万円）
・時代に対応した組織体制の見直し（6,885 万円）

育つ・学ぶ

挑む

問い合わせ　政策調整課 （740）1120　財政課 （740）1130

５つの視点
施政方針
と予算案

特
集 

問い合わせ　政策調整課 （740）1120


